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[表紙写真]オオカワデシャ（兵庫県神戸市西区 1999年 5 月 9 日）

才才カワデシャの存在が認知されるようになったのは，本誌52号 （1994年）に掲 
載された田中俊男•野口順子両氏の報告がきっかけであろう.この和名自体は平凡 

社 の 丨日本の野生植物m j にも登場するが，「ときに帰化している」 という程度の 
扱いで，ほとんどその正体が理解されていなかった.実はその現実は今も同様で， 

最近出版された写真図鑑などにはオオカワデシャの写真が「カワチ'シャ」として載っ 

ている例が少なくない.田中•野口（1994)の時点で「近年，京阪神地域の都市部 
やその周辺の河川の水際などに，…，多数群生しているのを見かける」 とされたが， 

その後も急速に分布を拡大しているようだ.私の住む神戸市西部でも，ここ 2 , 3
年，いたるところに大きな群落を見かけるようになった.改修直後の河川で優占種 

になるなど環境の撹乱にも強い.農業用水路では繁茂しすぎて除草の対象になって 

いる.都市近郊にかぎらず河川の上流部にも進出中である.

しかし，全国どこにでも広がっているというわけではなさそうだ.「まだ見かけ 

ませんが…」，という話を聞くこともある.現在，どこまで分布しているのか，そ 

してこれからどのように分布を広げていくのか，今から資料を集めればおそらく全 

国的な分布拡大の過程とその背景の詳細な追跡が可能な事例ではなかろうか.小さ 

めの白色に近い花をつけるカワチ'シャに対し，オオイヌノフグリの花を思わせる青 

紫色の花を咲かせる才才カワデシャの区別はそれほど難しくはない（'ただし雑種が 

あるので要注意）.

花の観察は来年の春までお預けだが，秋になると特徴的な姿で現れるので，ぜひ 

ご注意いただきたい. （写真と文：角 野 康 郎 ）


